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（要約）

　現在，ロシアの高等教育機関は，教員，研究者，学生，大学院をすべて合わせて約 600 万

人の人員を擁している。その中身は1000以上の大学，専門学校，および他の教育機関である。

伝統的にきわめて強力であったロシアの教育システムが，今厳しい危機の瀬戸際にあることは

もはや秘密でも何でもない。特に極東では，1990年代から政府からの資金が頼りないものに

なった。このような現実から高等教育機関は第２，第３の資金源を求めることを余儀なくされ

ている。また，現在のロシアの各地域の高等教育機関の特異な点として，人々が多少のお金を

払っても自分の子供たちを国立の教育機関で学ばせたいと思っているため，私立学校が多くな

いことがあげられる。1990年代のこの新しい困難な状況のもとで，科学会議および高等教育

の権威は，獲得した自由度をこの状況を癒すために用いることになった。一つの典型的な方法

は，新しい名前をつけて機関としてのランクを上げることである。国立サハリン大学は，1949

年に連邦政府の決定の結果として師範学校として設立されたが，この格上げによって若くダイ

ナミックに発展する大学となっている。今では4500人以上の学生と大学院生がいる。極東に

おける典型的な「アカデミー」は，ハバロフスク国立経済法律アカデミーであるが，この機関

はほぼ9000人のフルタイムとパートタイムの学生および300人の教師を擁している。著者は，

これら以外の大学やアカデミーや専門学校について概観し，今日の研究界に光をあてている。
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1. はじめに

1.1  現代ロシアにおける高等教育の1990年代の現状

　ロシアにおける高等教育はピョートル大帝によっ

て1725年に創設された。それ以来様々な時代と多く

の変化を経ている。今日それは最も困難な局面にあ

るが，栄光ある過去の伝統が現在の困難を克服する

のに役立っている。現時点ではロシアの高等教育機

関は，おおよそ600万人の教師，研究者，学生，大学

院生をかかえている。それは1000以上の大学，研究

所その他の教育機関を含んでいる(注1)。高等教育のシ

ステムはおおよそ800の研究施設，実験計画事務局，

実験製造企業などを持つ。(注2)

　ロシアの高等教育機関には，財産と財政上の2つの

システムとして国立と非国立（すなわち，私立，分担

所有share propertyなど）がある。1999年に存在して

いる1065の機関のなかで，731の機関が国立であり，

334が私立あるいはさまざまな非国立の形態である(注

3) （表1を見よ）。ロシアには24の大臣と政府の委員

会があって，高等教育のさまざまな部門を管轄して

いる(注 4)。このように，システムは極めて複雑である

が，1990年代のロシアにおける自由経済の現実のな

かで，学問と研究の活動に対する選択の幅が広く

なった。

　高等教育機関は，「教育に対する連邦法」をベース

にして作り出された国家標準に準拠する，次のアカ

デミック・プログラムに従って教育を行っている。

1960年代以来，高等教育の学問的レベルは10から11

年の学校教育を前提とするレベルになっている。今

は初等，中等，高等学校からなる11年の学校システ

1. プリモールキ－地方（ウラジオストク）
2. ハバロフスク地方（ハバロフスク）
3. アムルスキー地方（ブラゴベシチェンスク）
4. サハ -ヤクート共和国（ヤクーツク）
5. マガダン州（マガダン）

6. チュコート自治管区（アナディル）
7. カムチャツカ州（ペトロパブロフスキー・カ
ムチャツキー）

8.サハリン州（ユジノサハリンスク）

図1.  極東ロシア
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表1. 現代ロシアにおける高等教育

（ロシア高等教育研究インスティチュート（脚注）とその他のウェブデータを合わせた公式情報）

注.  『Magiter（ロシア高等教育インスティチュートのニューズレター）』99999（50），9月-10月，1999（http //www.informika.ru）。
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ムがある(注 5)。学校教育を11年から12年に拡大する

ことが現在検討中である。卒業後に学士号が授与さ

れる4年間のプログラムと，エンジニア，教師，農学，

経済学など多様な専門家としての資格を取得できる5

年間のプログラムがある。6年間のプログラムは，特

定の学問分野での学士のプログラムと，修士の学位

を取得する学生のための上級の研究教育と，科学的

活動を意味する，2年間の訓練と実習の特別コースか

らなる。

　研究を志す卒業生は，大学院生として教育を続け

ることができる。最良の大学には博士課程がある。こ

れを終えた後に「科学キャンディデイト（PhD）請求

有資格者」の学位を取得する機会を得る。ロシアに

は，もう一つ最高の学位として「科学博士」があり，

これは科学に対する重要な貢献をした著名な科学者

に授与される(注 6)。

　伝統的に強力だったロシアの教育システムが，現

在非常に厳しい危機に瀕していることはよく知られ

るようになった。このシステムの極東の部分に関す

るいくつかの問題について，以下に述べるつもりで

ある。しかし，このレポートはロシアの教育問題を主

題としてはいないので，関心のある人は以下で触れ

る文献を参照していただきたい(注 7)。

1.2  今日の極東ロシア

　このレポートでは，極東ロシアにおける高等教育

システムについて簡単に記述する。この広大な地域

は，プリモルキー（沿海地方）とハバロフスクの2つ

の地方，サハリンとカムチャッカ，マガダンの3州，

そしてチュコート自治管区とサハ（ヤクート）共和国

がある。コリヤーク自治管区（カムチャッカ）とユダ

ヤ自治州（ハバロフスク）も含まれる（図1）。100ヶ

国以上の国籍の人々がこの非常に広くてほとんど無

人の地域に住んでいる。極東ロシアの面積は約

6,216,000 平方キロメートルである。これはアメリカ

合衆国の大きさの3分の2に近い。しかしながら1998

年の人口はわずか 7,463,000人であった。ちなみにロ

シアの総人口は約147,100,000 人であった。高等教育

機関が集中している都市はウラジオストク，ハバロ

フスク，ヤクーツク，ユジノ・サハリンスク，ブラゴ

ベシチェンスク，ペトロパブロフスク・カムチャツ

キー，コムソモルスク・ナ・アムーレ，マガダン，ビ

ロビジャン，そしてウスリースクである。この地域で

の生活が改善されるという期待があまり持てないと

いうことを反映して，人々は非常に高い割合でこの

地域から外に移住している。さらに，この地域の平均

寿命も全ロシアの平均より短い。10,000人の住民当た

り155人の学生がいる。ちなみに全ロシアでは平均

178人である(注 8)。同時に前ソビエト連邦の共和国か

ら多くのロシア語を話す人々がよりよく安全な生活

を求めてこの地域に移住している。1998年の極東ロ

シアには62の高等教育機関があった。極東ロシアの

高等教育機関の現状を以下に記述し簡単に解析する。

2. 極東ロシアの高等教育システムと現状

2.1  歴史

　極東ロシアに高等教育が確立されたのは，ようや

くウラジオストクに「東洋学研究所」が設立された

1899年であった。この研究所をもとにして1920年に

極東国立大学が設立された。それは，東洋研究，歴史

と哲学，そして社会科学の3学部を持っていた。学生

数は349人であった。1923年にウラジオストク教育

工科大学とチタ国立大学が加わった。こうして学部

の数は増加した。高等教育システムの最大の発展は

第2次世界大戦のあとに起こった。1960年代から1990

年代には約25の国立の高等教育機関があった。この

システムの基幹大学は極東大学，高等海洋学校，3つ

の工科インスティチュート，3つの医科インスティ

チュート，そして7つの教育インスティチュートで

あった。その時期以降の高等教育の中心はウラジオ

ストク，ハバロフスク，そしてヤクーツクであった。

2.2  システムについての情報

　現在（1999年）では，極東ロシアには62の高等教

育機関がある(注 9)。その中には16の大学と8つのアカ

デミー，10のインスティチュート，そして中央と地

域の大学とインスティチュートの出先である28の高

等教育機関がある(注 10)。出先のリストの中には，モス

クワのインスティチュートの出先が5校，セントペテ

ルスブルグからの2校，極東（主にウラジオストクと

ハバロフスク）からの19校，そしてシベリアの高等

教育機関からの2校がある（表2を見よ）。

2.3  財産，予算および関連する問題

　高等教育の世界では，特に国家評価を受ける機関

のうちでは，国立の高等教育機関は飛び抜けた存在

である。私立の高等教育機関に関しては，数えてみれ
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表2. 極東ロシアの高等教育機関
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表3. モスクワと極東ロシアの高等教育機関の形態



-91-

高等教育ジャーナル─高等教育と生涯学習─ 9（2001）　　　　　　　                                    J. Higher Education and Lifelong Learning 9 (2001)

ば上記62校のうち8校（12.9％）であって，数的には

少ない。これはロシアの平均（1998年では7.5％）よ

りは多いが，ロシアの首都よりは少ない。比較のため

に述べると，1998年のモスクワには139の国立高等

教育機関と117の非国立高等教育機関があった（表3

を見よ）。興味をひくのは，同じときにサハリンでは

ほとんど3分の1の学生が私立学校で勉強していたと

いうことである。

　今ではほとんど解決されたが，非国立学校と他の

高等教育機関の地方の出先の地位に関する問題が

あった。それらは，たいていこの地方で金を稼ぐこと

を主目的とする小さな企業として組織されていた。

この形は，政府のファンドが減少した1990年代の初

中期には一般に流行した。それは自由市場が自然に

形成される時期であった。このようにして，何人かの

あまりまっとうでないビジネスマンが子供に高等教

育を授けてその個人的生活をよくしようと願う人々

を食い物にするという，問題のあるプロジェクトが

はびこる場があった。この問題は今ではほとんど完

全に次の2つの事実によって解決された。ひとつは，

すべての形の高等教育機関に対する強制的評価とコ

ントロールという形の政府の介入であり，もうひと

つは，自由市場の自己規制であった。

　現代の国立の高等教育機関の予算は次の3つの主財

源から成り立っている：

1. 主に学習活動に対して与えられ基礎的研究には

薄い，中央政府または地方政府のファンド

2. 授業料の形での（全科目履修と一部分履修の両

方の）学生からの収入

3. いくつかの公共，社会，または教育のプロジェク

トなどの応用研究に対する非国家的財源からの

ファンドや，私的な寄付

2.4  予算削減に起因する主な問題

　1990年代に，特に極東では，政府のファンドが非

常に信頼できない事態が生じたということである。

この現実のために高等教育機関は第2，第3の財源を

探すことが必要になった。現在のロシアの地方にお

ける高等教育の特殊性に触れておかねばならない。

つまり，人々がたとえその為に支払う必要があって

もむしろ国立の学校に子弟を送ることを望むので，

私立の学校があまり多くない。学校にはありがちで

あるが，優秀であって授業料を免除される学生と授

業料を払う学生という2つのカテゴリーがある。ま

た，特定の科目だけ授業料を払うカテゴリーもある(注

11)。予算が不安定な場合には，理事たちは授業料を得

られるグループの数を増やそうとすることを理解す

る必要がある。そのため，授業料を支払えない地方学

校の優秀な卒業生には大学への進学のチャンスがな

い。逆に，授業料が払える親をもつあまり優秀でない

学生は大学に入れる。

　時代遅れの科学器具と設備，研究費が無いこと，本

と新しい科学文献の不足，教師の低くて不規則に支

給される給料および学生と大学院生に対する奨学金

の不足，これらの問題はすべて高等教育に対する予

算の削減から派生している。これらの問題を商業主

義で解決するのは正しくないように思える。

　熟年のスタッフと若年のスタッフのあいだの世代

間のギャップに由来する危険もある。ここでは「世代

間のギャップ」という言葉は，世代間の相互不理解と

いうことは意味しない。それは，高等教育機関の教師

の1世代が，少なくとも我々のカレッジで，1990年代

の初中期に失われたということのみを意味する。例

えば，私の働いている大学では，60歳の教授が3人，

41から45歳が10人，32歳の教師が2人，21から27

歳が8人いる。32から40歳と45から60歳の世代が

いない。1960年代と1980年代に学生であった世代か

らなる 2 つのギャップがはっきり見える。最初の

ギャップは我々のカレッジの特殊性ともいえるが，

後者のギャップは1980年代と1990年代の高等教育財

政の破壊といくつかのショックの直接の帰結である。

上に述べた問題を解決する責任は国家にある。高等

教育の組織をいまなお担っている人々は，新しい限

界での速やかで公正な解決に応える用意があるので，

高等教育の伝統はなお保たれている。

2.5  機関のタイプと構造

　1990年代の新しくて難しい事態において科学評議

会と高等教育機関の当局者は得られた自由を使って

事態を改善した。高等教育機関における評価の改善

を試みる典型的なひとつの方法は，新しい名前（大

学，アカデミー，インスティチュート）に代え，機関

の構造を再構成することであった。このようにして，

同じ名前，例えば，「大学」，または「アカデミー」と

いう名前であるが，異なる構造を持つ新しい機関が

現れた。

　以下には，極東ロシアにおける高等教育機関の3つ

のタイプ，大学，アカデミー，インスティチュートに
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ついて記述する。

2.5.1  大学

　大学に関しては，総合的なものと専門的なもの（医

学，工学，教育）の2つのタイプが見られる。私見で

は，1999年の極東ロシアの地域では，総合大学は極

東国立大学（ウラジオストク）とサハ（ヤクート）国

立大学の2つしかない。ユーラシア大学協会の決定に

よれば，双方ともロシア連邦の43の総合大学のリス

トに含まれている。それらの目標と構造，学習領域，

科学および人文分野における資源は「総合的」という

概念に十分に適合している。この10年間にこれらの

大学もまた構造改革を経ている。

2.5.1.1  極東国立大学（FESU）

　この大学には7500人（4500人はフルタイムで3000

人は夜間と学外）の学生がいる。大学のスタッフとし

て634人の教員がおり，そのなかには45人の科学博

士である教授と 3 8 0 人の科学キャンディデイト

（PhD）(注 12)である助教授，1人のロシア科学アカデ

ミーの準会員，ロシア交換アカデミーの2人の会員と

3人の準会員がいる。現在，極東国立大学には（ロシ

ア人向けと外国人向けの）2つのカレッジ，（教育，体

育とスポーツ，外国語の）3つの学科，（51の学科を

含む）9つのスクール，および（19の学部と52の学

科を含む）11のインスティチュートがある。

　学生は，数学，応用数学，物理学，天文学，電子部

品材料の物理工学，生物学，農業化学，土壌科学，化

学，地理学，気象学，陸地の水文学，海洋学，社会政

治関係論，歴史学，法学，国際経済関係学，東洋学，

ジャーナリズム学，ロシアの言語と文学，計算機と自

動システムソフトウエアの21の専門で訓練されてい

る。

　50人以上の学生がこの大学の大学院コースで学ん

でいる。固体物理学，理論物理学，刑法，有機化学，

基本有機複合化学という科学の方面で，博士とキャ

ンディデイトの学位論文を審査する特別の評議会が

ある。この大学は，アメリカ合衆国，日本，韓国，中

国その他の20の大学と科学センターとの協定と国際

的交流を行っている(注 13)。

2.5.1.2  サハリン国立大学（SakhSU）

　サハリン国立大学は，若くダイナミックに発展し

つつある大学で，極東ロシアに典型的なものである。

ロシア連邦政府の決定に基づき，教師のインスティ

チュート（カレッジのレベル）として1949年に設立

された。1954年には，教育インスティチュートに転

換した。そのときから長い間サハリン地域の科学，教

育，文化の中心のひとつとして存在した。卒業生のな

かには，多くのジャーナリスト，政治家，作家，教師，

国家組織の指導者がいる。1998年5月27日のロシア

連邦の政府の決定に基づきロシアの“一般および職

業教育省”の命令により，ユジノ・サハリンスク国立

教育インスティチュート（ロシア教育省），ユジノ・

サハリンスクとアレクサンドロフスク教育学カレッ

ジと芸術カレッジ（サハリン地域の行政部）が合併さ

れ，サハリン国立大学（SakhSU）ができた。

　現在，サハリン国立大学では，4500の学生と大学

院生がいる。研究に意欲を示す卒業生はサハリン国

立大学の大学院生になるか，ロシアの他の教育機関

で勉強することができる。290の正規の教師がいる。

そのなかには100人以上のキャンディデイト（PhD）

と科学博士（教授と助教授）と何人かのさまざまなロ

シアと外国交換アカデミーの会員がいる。サハリン

国立大学は，3つのカレッジ，6つの教育インスティ

チュートと2つの独立科学インスティチュート(注 14)，

一般教育学部（石油ガス工学インスティチュートの

特別教育出先機関）(注 15)，入学前訓練の学科，3つの特

別大学講座から成り立っている。さらに，科学図書

館，出版部，情報センター，いくつかの独立教育部，

2つの郊外キャンパスがある。この構造にある種の不

統一を見る人には，たいていのこのような大学とア

カデミーが若いということを考慮してほしい。

　教育インスティチュートから国立大学へ転換した

のは，総合大学の形態をとる多機能な高等教育機関

に対するサハリン地域の強い必要性が存在したから

である(注 16)。これらの必要性とは，石油企業の発展の

要求，自由市場への経済構造とライフスタイルの急

速な移行，ずっとそうであったように子弟に大陸で

の教育を授けることができないサハリンのたいてい

の家族の貧困などである。普通マスコミでは語られ

ないもう一つの必要性がある。この必要性は一般的

であり，ロシアの教育界では現在最も重要なもので

ある。すなわち前には不可能であった，教育現場での

競争を我々は今持っているので，より多くの予算を

獲得するためには，高等教育の地域そして国家レベ

ルでのマーケットにおいて新しい地位を勝ち取らね

ばならないということである。サハリン国立大学の
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例は，今日のロシアにおける最も典型的なもののひ

とつである。

　もうひとつの大学のタイプとして，工業大学があ

る。ペレストロイカ以前では極東に存在する工業大

学はすべてポリテクニック・インスティチュートで

あった。これらのインスティチュートが以前よりも

自由を得て，教育する専門の数の増加と学生数の増

加を獲得したことは注目すべきである。それらの活

動はときには工学の枠を超える。例えば，極東国立工

業大学（FESTU）には，工学だけではなく社会科学も

ある(注 17)。この変化を理解するには，非常に新しい現

象であるので，我々はもう少し時間が必要であろう。

2.5.2  アカデミー

　極東での典型的なアカデミーは，ハバロフスク国

立経済法律アカデミー（ロシア政府の一般教育・職業

教育省）である。このアカデミーにはおよそ9000人

のフルタイムあるいはパートタイムの学生と300人以

上の教師がいる。そのなかには35の博士-教授と120

のキャンディデイト（PhD）-助教授，さらに150人

以上の講師と助手がいる(注 18)。彼らはこのアカデミー

で主に次の3つのレベルの教育を行う：

1. 予備訓練─将来のアカデミーへの入学と学習の

ために準備する

2. 学部教育─「会計と監査」，「商業」，「財政」，「国

際経済関係」，「法学」，「経営」を含む

3. 大学院教育─ポストグラデュエット研究（3，4

年），ドクターコース（2，3年），「監査士と会計

士の訓練と再訓練」センター，仲裁と破産マネジ

メントと企業財産の評価の訓練センター，「マー

ケティング・サービス」センターにおける学習

　例えば，「会計と監査」学部は「会計と監査」と「統

計」を選考するエコノミストを訓練する。「会計と監

査」専攻の枠組みでは，学部は学生に，産業における

会計と監査，外国経済活動における会計，クレジッ

ト・インスティチューションにおける会計と監査と

いう専門分野について教授することを目的とする。

「会計と管理」と「監査，経済解析および統計」の学

科では，学部で専門家を訓練する。スタッフには2人

の博士である教授と 23 人の科学キャンディデイト

（PhD）である助教授，そして20人の講師と助手がい

る。このアカデミーでは，ロシア科学アカデミーの極

東ブランチの経済研究インスティチュートからの専

門家と，異なる学科の長たちを含む国家の主導的高

等教育機関の教師が，講義をしセミナーを主宰する

ために招かれる。この方法は，極東のすべての学生を

勉学させるために首都にやるよりも，教授を学生の

ところに連れてくる方が容易であるということで，

今では一般に行われている。

　「産業における会計」を専攻する学生は，会計理論，

企業会計，会計士のコンピュータ利用法，および企業

監査を広範に学ぶ。「外国経済活動の会計と監査」で

の訓練は，外国経済活動の会計，国際会計と国際標

準，ファンド，株式と証券，企業会計のような専門科

目の学習，および英語の集中学習を意味する。

　以上，出版された事実から知ることができるよう

に，極東では，アカデミーは特別なものであり，学生

が密接に関連した職業について訓練される大きな高

等教育機関である。例えば，ハバロフスク国立経済・

法律アカデミーでは，法律家，様々な分野のマネー

ジャー，エコノミスト，ビジネスマンなどが育てられ

る。カムチャッカ国立水産海洋アカデミーでは，学生

は海に関する様々な職業について学ぶ。アカデミー

のもうひとつの特徴は，総合大学に比べて，教育と研

究の水準が高いことである。

2.5.3  インスティチュート

　現在の極東ロシアには，13のインスティチュート

があり，そのうち10校は国立で3校は私立である。

1917年のロシア革命の前には，インスティチュート

は，私立高等学校を意味する特別な名前だった。1917

年以後は，この名前は，教育と科学の高等研究機関を

表すために使われた。学生は高等教育の卒業証書を

得るけれども，インスティチュートの地位と力は，通

常，大学よりも低い。インスティチュートは，普通，

教育，医学，機械工業技術，無線エレクトロニクスな

どの一つの分野の知識を教える。

2.5.3.1  極東商業インスティチュート

　 ウラジオストクにある極東商業インスティチュー

ト（ロシア連邦高等教育全国コミティー）は典型的で

ある。このインスティチュートは，1963年12月にモ

スクワ全国経済インスティチュートの分校として設

立された。1968年4月に極東ソビエト貿易インスティ

チュートに再編成され，1991年に，極東商業インス

ティチュートに名前を変えた。

　ここには，経済，会計，商業，サービス分野のビジ

ネス，ひとつの特別な学部（国際経済関係），そして
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ひとつの学外対象の学部の計7学部がある。全体で

4500人以上（フルタイムの学生が2300人，学外の学

生が2300人）の学生がいる。インスティチュートの

組織には「大洋」と呼ばれる科学的生産センター，計

算機センター，図書館，編集出版部，快速印刷部があ

る。企業そのほかの組織のために，このインスティ

チュートの分校がある。このインスティチュートに

は，260人の教師と講師がおり，そのうち4人は科学

博士である教授，122 人は科学キャンディデイト

（PhD）である助教授である。

　学生は，貿易と運輸における経済と経営，産業活動

の管理と分析，工業製品の商品研究，食品生産の商品

研究，商品とサービスの分野における経済活動，配送

の技術，そして国際経済関係の7つの専門で訓練され

る。このインスティチュートの研究プログラムは専

門家の訓練指向に対応している。

2.5.3.2  ユジノサハリンスク経済・法律・情報技術イ

ンスティチュート

　これは極東の私立インスティチュートのもっとも

典型的なものである。このインスティチュートは，6

つの学部と，経済と法律の公認リセアム，9つの講座，

4つの研究所，情報技術センターを持っている。それ

らは，2年間，4年間，5年間の3つのレベルのコース

を提供している。学生は，2年間の学習の後で，学習

を続ける可能性が無い場合には，訓練を終了して不

完全最大職業訓練の卒業証書を受け取ることができ

る。4年間の訓練の後には，しかじかの専門の学士号

を授与すると記載された高等教育卒業証書が卒業生

に与えられる。5年間の訓練の後には，最高資格エキ

スパートの卒業証書が卒業生に与えられる。インス

ティチュートでの訓練は国家教育標準の基準に従っ

てなされる。このインスティチュートには，約60％

の学生がサハリン地方の周辺地域から来ている。こ

のインスティチュートの教育はすべて有料である。

3. おわりに

　この論考では，極東ロシアの現在の問題について

触れることはできなかったが，テーマの範囲での現

状にだいたい光を当てたように思う。

注

　1. 1999年のロシア教育省の公式ウェブサイト（http:/

/db.informika.ru/VR） に記載されている軍高等教育機関

とカレッジ（大学，機関とさまざまな市民高等教育機

関） 以外に，1065の機関がある。

　2 .  教育省のインターネットサイト（h t t p : / /

www.informika.ru）でのロシア連邦高等教育国家委員

会議長 V. キネリョフ教授の前書き。

　3. チェルノフ V. A.，「非国立高等教育機関の展開

の現代の状況と傾向」，Magistr., RIHE Newsletter, #5-

6 (46-47) May-June 1999 (http://www.informika.ru)

　4. それらの中には，芸術アカデミー，一般および職

業教育，外務，健康，防衛，農業，法務などの各省庁

合わせて24がある。

　5. 現代ロシアの中等教育にはさまざまなタイプがあ

る。例えば，ギムナジウム，リセ，高等学校，カレッ

ジなどがある。9年生のあとに，卒業生は非常に広範

囲の進路から選択する。

　6. http://www.informika.ru

　7. ドロニシネッツ N. P.，「ロシアにおける高等教育

の諸問題」，International Higher Education Research,

Hokkaido University, Sapporo, Japan, 33333 (1999), edited by

Masanao Takeda, 65-74.

　コルスノフ V. I.，「ロシアにおける高等教育のマル

チレベル・システムの運営上の問題」，International

Higher Education Research,  33333 (1999),  75-81. （ロシア

語） 「21世紀の戸口での極東とアジア太平洋地域の諸

国おける高等教育」，国際会議の資料，第1部と第2

部，サハリン国立大学，ユジノサハリンスク，ロシア，

1999.

　8. http://www.cspp.strath.ac.uk/SC4-Students-in-Higher-

Ed-1.htm1

　9. カレッジは含まれていない。

　10. ロシア政府の教育省と科学省の情報技術と遠隔

コミュニケーション国立インスティチュートによる

リストに含まれていたもののみが含まれている。

従って，この情報は公式的な性格のもである。次を見

よ：http://www.informika.ru/text/database/

　11. 例えば，私の娘は東洋研究インスティチュート

の日本学科の4年生である。彼女の入試での成績はす

べて「エクセレント」であった。彼女は授業料免除で

あるが，我々は彼女の第2の専門である英語のために

少額の授業料を支払っている。それは非常に融通の

きく立場である。入試にパスしなかったらすべての
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授業に対して授業料を払うことになる。

　12. ロシアの高等教育機関では，科学キャンディデ

イトが最初の科学の学位であり，それは他の国の PhD

に対応している。通常，科学キャンディデイトは助教

授の肩書きを得る。科学博士は我々の国では次の科

学の学位である。一般に，科学博士は教授の肩書きを

得る。

　13. http://www.evgu.ru/eng/

　14. 自然科学，東洋研究と経済，文献学，教育，歴

史，社会学と地方自治体運営，工学，の各インスティ

チュート，人類の科学研究インスティチュートおよ

び地球と生物圏の物理学の科学研究インスティ

チュート。

　15. この学部はまもなく工学研究のための石油とガ

スの学科になる予定である。

　16. ミシコフ B.R.，「われわれのこのデザインがサ

ハリン地域の高等教育のシステム改革の機会を与え

る」，International Higher Education Research,  33333 (1999),

21-22. （ロシア語）

　17. 極東国立工業大学（FESTU）では，学生は次の

専門の訓練をされている：応用数学；社会活動；経済

学と生産管理のような専門が付加されているマネジ

メント；地質学的な調査，捜索および見込み；地球物

理学的捜索と見込み；鉱物の堆積の地下開発；露天採

鉱；発電；電力供給；熱電発電；機械製作工学；溶接

生産の機械と工学；造船；船上発電；クレーン，ビル

ディング，道路建設機械と工学；採鉱機械と設備；船

上の電子設備とコンピュータ支援システム；内視検

査の物理学的方法と装置；工学的生産過程の自動化；

企業単位と工業複合体の電子制御と自動化；計算機，

計算機複合体，システムとネットワークコンピュー

タ支援情報処理と情報管理システム；無線電子装置

の設計と工学；建築学；都市，郊外および庭園の総体

の芸術的設計；工業工学と土木工学；熱と水の供給，

空気の保護；水の供給，下水処理，水資源の合理的利

用と保護。

　18. ハバロフスク国立経済法律アカデミーのウェブ

サイト（http//www.ael.khst.ru）の情報からカウントし

た。

　19. このアカデミーの学科は，次の通り：刑法，刑

事過程と刑事学，経済学と労働社会学，経済学と貿易

企業マネジメント，経済数学モデリング，企業経済と

マネジメント経済，財政理論，外国経済関係論，外国

語，一般経済問題，国家と法律の歴史と理論，人文学，

情報技術，保険，労働および財産法，法律マーケティ

ング，軍事訓練，身体訓練とスポーツ生産研究，社会

人文学，国家と行政法，国家と地方マネジメントの統

計。

　20. 『Magiter（ロシア高等教育インスティチュート

のニューズレター）』99999（50），9月-10月，1999（http

//www.informika.ru）。

（西森敏之訳）


